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第８章 給水装置工事の申込み及び手続き 
 

８－１ 給水装置工事申込受付・審査 

 

１．給水装置の新設、増設、改造又は撤去工事（以下「工事」という。）をしようとす

る者は管理者の定めるところにより、あらかじめ管理者に申し込み、その承認を受

けなければならない。【条例第 5条】【施行規程第 2条】 

２．給水装置の工事の設計審査を受けようとする者は、給水装置工事申請書及び給水

装置工事設計書を管理者に提出しなければならない。【条例第 7条の 2項】【施行規

程第 4条】 

３．工事の申込者が申込みの内容を変更し、又は工事の取消しをしようとするとき

は、給水装置工事設計変更申込取消届により遅滞なく管理者に届け出なければなら

ない。【施行規程第 2条の 2項】 

４．指定工事業者は、【条例第 7 条第 2 項】に規定する設計審査を受けるため、設計審    

査に係る設計書に添付図書を添えて管理者に提出しなければならない。【事業者規程

第 14 条】 

５．管理者は、工事の申込みを受けたときは、この施行基準に基づいて、設計図書等の

書類の審査を行う。必要に応じて現地調査等を行う関係上、審査には概ね 2週間を要

する。 

６．指定工事業者は、この施行基準に基づいて設計し、審査を受け、施工承認後、設計

図書に基づき施行すること。【法第 25 条の 4第 3項】【施行規則第 23 条・第 36 条】 

【事業者規程第 13 条第 3項】 

  

[解 説] 

１．指定工事業者が給水装置工事を施行する場合は、あらかじめ管理者の設計審査（使

用材料の確認を含む。）を受け、かつ、工事竣工後に管理者の工事完了検査を受けなれ

ばならない。【条例第 7条第 2項】 

２．指定工事業者は、提出した給水装置工事申込書兼設計書及び添付書類について、当

該給水装置の設計が、構造及び材質基準に適合し、給水量、水質保全、将来の維持管

理が容易な構造で、関係法令、条例、規定等に合致しているかの審査を受ける。 

３．給水装置工事申込書の受付場所は、三木市上下水道部の担当課窓口とする。 

４．給水を受けようとする者は、指定工事業者を選定し、指定工事業者に給水装置工事を

委任する。【条例第 7条】 

５．指定工事業者は、申込みに必要なすべての書類を申込者に説明の上、基本調査及び設

計を行い申請書及び設計書を作成する。また、【条例第 7条の 2項】に規定する設計審
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査を受けるため、設計審査に係る申請書に設計図等を添えて管理者に申請しなければ

ならない。【事業者規程第 14 条】 

６．申込みに当たり、管理者が必要と認めたときは、利害関係人の同意書を提出しなけれ

ばならない。【条例第 5条第 2項】【施行規程第 3条】 

７．道路工事を伴う場合は、指定工事業者において道路管理者と協議を行い、道路占用等

申請の図面を作成し、申込書に合わせて提出する。ただし、県道又は国道において水

道引き込み工事を実施する場合は、管理者が道路管理者と協議を行うので、必要とな

る占用書類を作成し、提出すること。 

８．提出された書類の受付をする時期は、指定工事業者が申込者から正式に委任を受け、

申込みに必要なすべての書類が作成され不備が無いこと、かつ、当該工事の現地を調

査等により確認した後とする。 

９．設計審査をもって設計承認したものとする。また、前納金納入をもって施工承認と

し、工事に着工することができる。 
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８－２ 分担金及び手数料 
 

分担金及び手数料は給水装置の新設又は増径工事申込みの承認の際 発行する納入

通知書の納付期間内に納入する。【条例第 35 条・別表 5、条例第 37 条・別表 6】 

 

[解 説] 

１．分担金は、次の表に掲げる額に消費税相当額を加えた額とする。【条例第 35 条】 

別表５ 

 

 

２．手数料の額は下記表のとおりである。【条例第 37 条】 

別表６ 

 
３．給水装置の新設及び増径の工事申込者から徴収する。この場合において、増径工事

の申込者が納入する分担金は、新設（新規）口径に係る分担金と既設口径に係る分担

金との差額とする。【条例第 35 条】 

４．既納の分担金は返還しない。ただし、管理者が必要と認めたときは、この限りでな

い。【条例第 35条の 3項】 

 

 

 

 

 

 

メータ

ーの 

口径 

13 ㎜ 20 ㎜ 25 ㎜ 30 ㎜ 40 ㎜ 50 ㎜ 75 ㎜ 100 ㎜ 150 ㎜以上 

分担金 30,000 

円 

80,000 

円 

150,000 

円 

250,000 

円 

450,000 

円 

1,000,000 

円 

3,000,000 

円 

6,000,000 

円 

管理者が 

別に定める 

（１）設 計 審 査 手 数 料 

・ 口径 13 ㎜～20 ㎜ １件につき 2,000 円 

・ 口径 25 ㎜～40 ㎜ １件につき 4,000 円 

・ 口径 50 ㎜以上  １件につき 6,000 円 

（２）工 事 検 査 手 数 料 

・ 口径 13 ㎜～20 ㎜ １件につき 3,000 円 

・ 口径 25 ㎜～40 ㎜ １件につき 5,000 円 

・ 口径 50 ㎜以上  １件につき 10,000 円 

（３）水道使用中止手数料 ・１回につき 1,000 円 
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８－３ 事前協議書を必要とする事項 

 

  以下の要綱又は、条例に基づく協議に該当する場合は、市担当課へ事前協議書を提出す

る。 

１．三木市開発指導要綱第 4条による協議 

２．三木市建築行為等指導要綱第 4条による協議 

３．三木市環境保全条例第 19 条に基づく協議 

４．都市計画法第 32 条に基づく協議 

５．森林法に基づく協議 

６．工場公園協議 

７．その他管理者が提出を求めた場合 

 

[解 説] 

１．給水装置工事の申込みに先立ち、事前協議が必要な事案は市担当課への事前協議書の提

出が必要となる。 

２．必ず事前協議書の責務事項を受け、市担当課に回答書を提出したのち、確認書を受け取

ってから給水装置工事の申込みをすること。 

３．上記責務事項のうち、事前に管理者との協議が必要な場合は、協議を行い、指示に従う

こと。 

４．事前協議書の提出を行わず事前着工されてしまっている場合には、市担当課が厳正に処

理をさせていただくことをあらかじめ申し添えます。 

５．その他管理者が特に協議を求める事例は、以下のとおりとする。 

 (1) 既設配水管より分岐して、公道内(国道・県道及び市道等)を縦断する給水装置工事。 

 (2) 申請場所が三木市の行政区域かつ近隣接市町の給水区域から給水する場合。 

 

 

 

８－４ 給水装置工事の手順 
 

給水装置工事の手順（概要図）は図８－１のとおり 

 

[解 説] 

１．給水装置工事は図８－１の手順に沿って進めること。なお、不明な点がある場合は、市

担当課に必ず確認を行うこと。 
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図８－１ 給水装置工事の手順（概要図） 
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８－５ 給水装置工事申請書及び工事設計書の記入方法 
 

１．給水装置工事申請書及び工事設計書は、規定の用紙・書式に黒色インクを使用して、わか

りやすく記入し、印鑑は鮮明に押印し、長期間経過してもこれらが不明瞭になることのない

ようにすること。※給水装置工事申請書は修正不可（訂正印による修正も不可） 

２．給水装置工事申請書は需要者の給水装置（水道メーター）もしくは給水引込み管ごとに作

成すること。 

３．共同住宅又は長屋住宅、店舗や事務所など、複数戸の内部工事の申込みをする場合は、原

則として各戸申込書（共用給水装置ごと）を作成すること。 

４．造成地等の取出し工事（メーターを取付けない）の場合は、先行工事依頼書及び誓約書を

提出すること。 

 

[解 説] 

指定工事業者の作成する給水装置工事申込書（図８－２）は、記載例を参考に以下の点に留意し

て記入する。 

 

１．申請者 

申込年月日・申込者住所・氏名（フリガナ）・電話番号を記入し、押印する。 

※氏名には必ず（フリガナ）を付けること。また、法人等の場合は、法人の名称及び代表者

の氏名を記入し、代表者印を押印すること（押印は添付書類一式について統一する。） 

２．装置場所 

装置場所及び地番は、申込者や建築確認済証等で確認し、正確に記入する。 

３．委任状 

他人の所有する土地・建物に給水装置を設置する場合で、申込者と異なる場合のみ記入。 

※親子の間柄でも承諾は必要である。 

※私道路等の管理者（所有者）が不明の場合は、法務局の登記簿謄本及び公図で確認。 

４．分岐承諾書 

他人の所有する給水装置（給水管）より分岐して、給水装置を設置する場合に記名押印。 

５．メーター口径 

メーター口径を記入する。※既設メーターの場合も記入する。 

６．工事種別  

新設・修繕・改造・撤去のいずれかを○で囲む。 

７．道路占用（掘削）をする場合は、８－１０（図８－７，図８－８）が必要である。 

８．指定工事業者（指定給水装置工事事業者） 

指定工事業者名の記名押印、三木市の指定番号、及び連絡先の電話番号も記入する。 

９．主任技術者 （給水装置工事主任技術者） 

指定工事業者より選任された、主任技術者の氏名の記名押印と、厚生労働省の交付番号を記

入する。 

10．署名の場合はこの限りではない。 
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        ※修正不可（訂正印による修正も不可）    （原稿 B5 版） 

 

 

 

※ 三木市バージョンに差し替え 

図８－２ 給水装置工事申請書の記載例 

㊞ 

㊞ 

㊞ 

㊞ 

㊞ ㊞ 

㊞ 
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８－６ 給水装置工事申請書の添付書類 

 

給水装置工事申請書に添付する書類は表８－１に示す書類のうち必要なものを添付する。 

 

[解 説] 

１．表８－１ 給水装置工事の申込みに必要な書類 

書類の名称 備考 

１．設計書、設計図面等 必須 

２．給水装置工事申請書 必須 

・委任状（維持管理） 必須 

 ・承諾書（分岐） 他人の給水装置から分岐する場合 

 ・承諾書（既設管） 既設管（井戸配管等）を使用する場合 

 ・承諾書（土地家屋） 必須 

３．建築確認申請の写し 新築・増築に伴う申請の場合 

４．水道装置使用（開始・中止）届出書 使用者を変更する場合 

５．道路占用（掘削）申請書等 取出し工事が生じる場合 

・同意書（里道・水路・町内会等） 担当課に確認すること 

６．誓約書 特別な理由が生じる場合 

７．受水槽式・３階直圧給水書類等 該当する場合 

８．その他 管理者が必要とする場合に別途指示する 

 

２．給水装置工事申込み時に提出する添付書類は、参考資料編 第１章の給水装置工事関係様式集

を参照。 
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８－７ 給水装置工事設計書（表面）の作成 

 

給水装置工事設計書（表面）は、維持管理上又は、事務上の基本的な資料であるので、

細大漏らさず記入する必要がある。 

 

 

[解 説] 

 ※設計書記入上の留意点は、以下のとおりとする。 

 １．審査申込時に規格、口径、設計数量及び製造業者名を記入し、竣工数量等は検査申込まで

に記入することとする。 

 ２．サドル付分水栓、第一止水栓及びメーターに係る給水器具の規格は「指定品」表記でよい。 

 ３．製造業者名は正式社名ではなく、以下のような簡略表記でもよい。 

    ・前澤給装工業⇒マエザワ  

    ・前澤化成工業⇒マエザワ 

    ・日の出設備 ⇒ヒノデ    

 ・日邦バルブ ⇒ニッポウ 

    ・栗本商事  ⇒クリモト 

４．口径変更がある場合の前納金は、記入方法が変わるため審査申込時に窓口で確認して記入

すること。 
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図８－３ 給水装置工事設計書の記載例（表面） 
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８－８ 給水装置工事設計書（裏面）の作成 

 

１．給水装置工事設計書（裏面）は、建築平面図に一定の記号、又は文字を用いて配管位置を

正確に図示する。 

２．メーター位置は、基準どおりの位置に設置し、わかりやすく記入すること。 

３．水栓（用途）名に通し番号を振り、管種口径、立ち上がり寸法、及び水栓（用途）名を一

覧表にまとめること。 

４．水道取出し工事に係る使用材料は、本管分岐部からメーターまでの材料を記入すること。 

５．宅内配管に給水ヘッダーを使用する際は、ヘッダー詳細図を作成すること。 

６．屋外及び宅内の配管を塩ビ管で統一して施工する場合やヘッダーを使用せず施工する場合

は、第一止水栓から各給水装置の末端部分までのアイソメ図を作成すること。なお、立ち上

がり箇所が多い場合なども同様とする。 

 

[解 説] 

※設計図記入上の留意点は下記のとおりとする。 

１．記号は、表８－２～表８－４ の記号例を参考とし、分かりやすい表記とすること。 

２．縮尺は、1/100～1/150 を基本とし、裏面空欄箇所に入るように作図すること。 

３．筆記は、インク書き又はボールペン書きとする。 

４．記入する色については、次の分別を基本とする。（表８－２参照） 

  (1) 新規又は更新する配管、給水器具及びそれらを表す記号・文字は、赤色で表記する。 

   (2) 既設の更新を伴わない配管、給水器具及びそれらを表す記号・文字は、黒色で表記する。 

(3) 上水以外に井戸水を使用している場合は、配管・給水器具及びそれらを表す記号・文字

は、青色で表記する。 

５．文字は丁寧かつ正確に書くこと。また、ワープロ文字は書体及び文字の大きさを統一する。 

６．単位は長さについてはすべて小数点第１位もしくは第２位までをメートル（ｍ）で表わし、

管径についてはすべてミリメートル（㎜）で表すこと。 

７．平面図の書き方は、図８－４～図８－６を参照。 

８．アイソメ図（立面図）は、３０度の傾斜を基本として書く。縮尺については現実の寸法に関

係なく判別しやすいように表わすこと。（図８－５，図８－６参照） 

９．平面図は配水管がとおる道路部分（第一止水栓）を下側に書くことを基本とし、それに合わ

せて方位を記入すること。 

10．位置図（付近見取図）は、主要な目標物や隣家等わかりやすく詳細に書き、申請地はできる

限り中央になるように書くこと。また造成地の場合は、区画図面も記入すること。 

 11. 建物又は、隣接境界線等からの給水管占用位置（寄り・深さ）を記入すること。 

 

 

 



 

1-8-12 

 

 
 

 図８－６ 給水装置工事設計書の記載例（裏面） 
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図８－７ アイソメ図（立面図）の書き方（１/２） 
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 図８－８ アイソメ図（立面図）の書き方（２/２） 
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表８－２ 給水装置工事に使用する記号例 

 

記  号  名     称 記  号 名  称 

工種別線の表示  給水管の表示  

 

配水管（黒色実線）  制水弁 
 

新設給水管（赤色実線）     止水栓 
 

既設給水管（黒色実線）  メーター 
 

撤去給水管（黒色斜線）  メーター装置 

 上水以外の給水管（青色）  ボールタップ 

   給水栓 

管類の表示   湯水混合栓 

DIP ダクタイル鋳鉄管  水栓柱 

CIP 鋳鉄管  散水栓 

ACP 石綿セメント管 【以下参考】  

LP 鉛管  大便器 

VP 硬質ポリ塩化ビニル管  手洗器 

HIVP 耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管  ロータンク 

SGP-V 硬質塩化ビニルライニング鋼管  浴槽 

PP ポリエチレン二層管  フラッシュバルブ 

XPEP 架橋ポリエチレン管  小便器 

PBP ポリブテン管  洗面器 

GP 亜鉛メッキ鋼管  ハイタンク 

SSP ステンレス鋼鋼管  流し 

SGP-P ポリ粉体ライニング鋼管   

CP 銅管   

SGP-HV 
耐熱性硬質塩化ビニール 

ライニング鋼管   

STWP 塗覆装鋼管   

PbTW ライニング鉛管   
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表８－３ 給水栓類の符号例（立面図） 
 

種別 符号 種別 符号 種別 符号 

 

一般用具 

（給水栓類） 

    

 

 

     

 

一般用具 
（シャワーヘッド） 

         

一般用具 
（フラッシュバルブ） 

    

 

一般用具 
（ボールタップ） 

 

 

 

 

 

その他 

 

  

注：ここで、その他とは、特別な目的に使用されるもので、例えば、湯沸器、ウォータークーラ

ー、電子式自動給水栓などをいう。 

 

 

 

 

 

表８－４ 受水槽その他の記号及び符号例 

 

  名 称   受 水 槽  高置水槽   ポ ン プ   増圧ポンプ 

記号 

及び 

符号 

    

 

 

 

 

８－９ 給水開始の申込み 

 

１．給水開始の申込みをしようとする者は、あらかじめ水道（下水道）装置使用開始届出書（新

設）を提出しなければならない。【条例第 14 条】 

２．メーターの貸与を受けた者は、当該メーターを使用する期間はその保管責任を負わなけれ

ばならない。【条例 18条】 

 

[解 説] 

１．水道（下水道）装置使用開始届出書の様式は、図８－７を参照。 

２．口径変更の場合は、新設メーターの取付と既設メーターの返却を同一日中に行うこと。 

P P T 

 
T 
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 図８－７ 水道（下水道）装置使用開始届出書 
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８－１０ 道路占用（掘削）許可申請 
 

給水装置工事申請において、公道等での工事を伴う場合には、図８－８、図８－９に示す

許可申請書及び誓約書の提出が必要である。 

 

 

[解 説] 

１．公道とは、国道、県道、市道及び農道を指す。 

２．上記以外の生活道路、里道・水路、私道等についても許可申請書の提出対象とする。 

３．許可申請とは、各関係者へ申請する道路占用又は、一時掘削を指す。 

４．公道等の給水工事に伴い、上記申請が必要な場合、指定工事業者は、事前に道路管理者ほか

関係各所と申請方法や許可条件等について協議すること。 

５．市道、農道、生活道路、里道・水路、私道等の申請先は、市担当課となる。里道・水路、私

道等は、関係者と協議・調整すること。 

６．国道及び県道の申請は、管理者が取りまとめ道路管理者に申請する。なお、指定工事業者に

よる事前調査で不明な点があった場合は、直接道路管理者等と打合せを行い、その結果を申

請書に反映させること。 

７・国道及び県道の申請において、管理者から申請書の修正や追加資料の提出を求められた場合

は、指示に従うこと。 

８．管理者は、国道及び県道の占用許可が承認された後、許可申請書の写しを指定工事業者に渡

す。 

９．指定工事業者は、所轄警察署に道路使用許可申請書を提出し、承認された申請書の鑑の写し

を管理者に提出すること。 

10．指定工事業者は、工事着手届を道路管理者に提出した後、工事着工し、工事完了後は速やか

に関係書類（完了届、竣工図面、工事写真等）を管理者及び道路管理者に提出すること。な

お、国道及び県道は管理者が取りまとめて提出するため、関係書類は、管理者に提出するこ

と。 

11．完了検査において、工事の手直しや書類の修正等があった場合は、指示に従うこと。 
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図８－８ 道路占用・掘削許可申請書の記載例（Ａ３サイズの左側） 



 

1-8-20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８－９ 道路占用・掘削許可申請書の記載例（Ａ３サイズの右側） 

 

有・無・未調査 有・無・未調査 有・無・未調査 有・無・未調査 有・無・未調査
ガス 電気 NTT

水道部受付日 受付番号 他占用工作物管理者との協議
下水 農水等

申請部数は３部提出とする　（許可書、市道路河川課控、警察署控）

１　占用位置図（縮尺ﾌﾘｰ）

２　埋設箇所平面図及掘削求積図（縮尺１／　　　　）

３　断面図（縮尺１／　　　　） ４　復旧断面図（縮尺１／　　　　）

　　年　　月　　日 第　　　　号

占用箇所

占用物件
HIVPφ20 L=3.0m
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８－１１ 給水管取り出し工事等の立会 

 

１．給水管取り出し工事等（立会検査）については上下水道部の窓口において７日前までに予

約しなければならない。 

２．給水管取り出し工事等（分岐、撤去）は管理者立ち会いのもと施工すること。 

 

[解 説] 

１．「穿孔工事における確認事項」は、本編第６章６－２を参照。 

 

 

 


